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論文の内容の要旨
　シアノバクテリアは，クロロフィルaを有し，酸素発生型の光合成を行うことから，原核生物であるにもかか
わらず藍色植物門として認識されてきた。その分類はフィールドの材料で識別可能な形態形質に基づきおこなわ
れていた。しかし，16S及び5SrRNAの塩基配列情報データの解析により，シアノバクテリアは真正バクテリア
に所属することが明らかとなったことから，現在ではその分類は形態形質だけでなく，生理学的，生化学的，遺
伝学的特性に基づき行うべきであることが共通の認識となってきている。1989年に刊行されたバージェイのバク
テリアの分類体系では，シアノバクテリアは属レベルまでの分類が示されているが，種レベルの分類体系は確立
されておらず，今後の検討課題とされている。そこで，本研究では，富栄養湖沼で水の華を形成する浮遊性シア
ノバクテリアルαゐα舳を研究対象にして，形態学的，生理学的，性化学的，遺伝学的特性に基づく種レベルで
の新しい分類を試みた。
　独自に分離培養した株及び藻類カルチャーコレクションから提供された株，合計50の純粋培養株について，重
要な形態形質である休眠胞子が低温で誘起されることを明らかにした上で，それらの形態学的特性，生理学的特
性（生育温度特性，塩分特性，従属栄養性），生化学的特性（色素組成，脂肪酸組成），遺伝学的特性（GC含量，
PC－IGS　PCR－RELP）を調べた。その結果，形態学的形質により，本研究に用いられた50株は従来の藍色植物の
分類体系にしたがって20種に分類同定された。このうち，λ．αが〃兆とλ．ク1α％肋伽oαを除く種類18種において，
形態分類学的に同種と判断された株は生理学的，生化学的，遺伝学的にも同一あるいは類似した性質を示すこと
から，これらの種は総合的な分類においても各々独立の性質をもつ‘種’として認識されることがわかった。この
ことから，今まで同一種ではないかと論争のあったいくつかの種について，明確な分類学的決着をつけることが
できた。さらに形態学的に新種であることが示唆された株は，類似種λ．o㎝μ施とは温度・塩分特性，脂肪酸
組成，GC含量でも明確に異なっていたことから，新種λ．鮒㎝μ施Li　et　Watanabeと命名した。一方，λ．娩一
〃兆においては，温度特性，脂肪酸組成，GC含量，PC－IGS　PCR－RELPで明確に異なる2種が確認され，それぞ
れλ．倣伽∫（Le㎜㎜ema㎜）Li　et　Watanabe及び新種λ．畑〃o嚇例兆Li　et　Watanabeと命名された。さらにλ．
μα漱伽oαにおいては脂肪酸組成とPC一互GS　PCR－RELPで明確に異なる2種が確認され，それぞれλ．μα淋加oα
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（Bmmtha1er）Li　et　Watanabe及び新種λ、卿％切1α〃肋㎝｛oαLi　et　Watabaneと命名された。以上の結果に基づき，
22種類の浮遊性ルα6α舳の新分類体系を提案した。
審査の結果の要旨
　本研究が対象としたシアノバクテリアは約35億年前に地球に出現し，現在の地球の大気を形成した重要な微生
物である。ユ932年にGeit1e。によって作られた形態に基づくシアノバクテリア（＝藍藻類）の分類体系は，多く
の学者により採用されてきた。しかし，シアノバクテリアは植物ではなく，グラム陰性菌と近縁の真正バクテリ
アであることが分子レベルで明確に証明されたことから，その分類は形態学的特性のみならず，生理学，生化学
及び遺伝学的特性を総合しておこなうべきであるとされるようになった。近年，このような立場からシアノバク
テリアの分類の再構築がはかられているが，属レベルまでしか提案されておらず，種レベルでの検討は今後の課
題とされていた。バクテリアの種レベルの検討は，数株だけをあつかってみても意味はなく，少なくとも30株は
必要とされていること，シアノバクテリアの純粋培養の確立は他の微生物と比較して困難であり，時間がかかる
こと等の理由より，シアノバクテリアの種レベルでの分類学的研究は多くの研究者が避けていて，本研究を開始
した1994年の時点では皆無であった。昨年になって初めて仏・英・独・伊の共同により本研究と類似の研究がは
じまったという状況であった。
　このような状況で行われた本研究では，スタートの時点でまず50株という多数の株を対象にしたこと，さらに
ほとんどの株が雑菌混入状態であったものを著者みずからが純粋培養としたことがなによりも評価される。さら
にルαわα舳の重要な形態分類形質である休眠胞子は，通常野外でも培養下でもほとんど形成されず，分類研究
に多大な困難をもたらしていた。著者は低温処理により休眠胞子が誘起されることを初めて明らかにした。この
成果は分類学のみならず，生態学の分野にも貢献することは明らかである。また，50株の形態学，生理学，生化
学及び遺伝学的特性を総合的に解析した結果として，22種が認識され，そのうち3種は新種として記載された。
その他の種についても新たに生理学的，遺伝学的特性を含めた記載がなされ，浮遊性ルαわα舳の新しい種レベ
ルの分類体系が確立された。本研究のアプローチはこれからのシアノバクテリアの種レベルの分類体系構築に大
きな貢献をすることは間違いない。さらに浮遊性ルαあα舳は富栄養湖沼で水の華を形成し，水環境保全上問題
となっている生物であることから，本研究成果は生態学，環境科学分野においても大きな貢献をすることは明ら
かである。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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